高知県産業振興計画フォローアップ委員会　第１回連携テーマ部会　まとめ
日　時：平成２２年９月３日（金）１３：３０～１６：１５
場　所：高知城ホール　２階
議　事：
【１】産業成長戦略（連携テーマ：人材育成・確保）の進捗状況報告
「産業を支える人づくり」に向けた政策の方向性に沿って概要説明後、意見交換
＜主な意見＞
1． 人材を県内で育てる
（1） 年齢・段階に応じた産業の基礎人材づくり
・介護、福祉など、これから雇用が増えそうな分野の企業に重点的に働きかけを行い、インターンシップの受入先を開拓すべき。
・保護者は、小学校から高校まで、あまり知らない新しい分野に子どもを触れさせることに抵抗感を示す場合もあるので、保護者へのＰＲにも力を入れるべき。
・就職につなげていくためには、インターンシップだけでなく、経験豊富な社会人も取り込んで、課題解決力を身につけられるような教育をしていくべき。
・小・中学校における職場体験学習は、児童・生徒のモチベーションが著しく低く、効果が疑わしいと思わ
れる場合がある。学校と受入先がもっと連携し、インターンシップの内容の検証をする必要がある。
・インターンシップの申し出は、３月等の忙しい時期に重なることが多いので、一定の調整をしていただ
きたい。
・インターンシップは２～３日では不十分。１０日程度ないと何もできない。また、現在商工労働部が行っているデュアルシステムでないと成果は上がらない。ただ実績作りに使われないよう、学校側と受入側が、目的を十分打ち合わせて実施すべき。
・就職指導の教員が現場を知らない。教員と企業がお互いを知る機会を作ることが重要。
（←その必要性は以前から指摘されており、３年がかりでようやく実現したところ。さらに取り組みを拡大
していきたい。）
（2） 地域産業を創造、リードする人材育成
・忙しい企業に研修を受けさせるには、どういう時期に、どういう研修があるのか早い時期に知らせるようにすべき。同じような研修を同じような時期にやっているので、もっと相乗効果を生むような組み方について、来年度に向けて今から準備を。
・経済団体５団体同士でも研修の情報共有・研修実施については同じような状況。今後は、役割分担のう
え、連携してやっていこうと考えている。
・研修プログラムがたくさん示されているが、ＰＤＣＡサイクルで成果等をしっかり検証する必要がある。
　
2． 人材を外から持ってくる・人材を引きとめる
（1） 産業の担い手の確保に向けた仕組みづくり
・中山間地域については、リーダーとなり得る人が定着できる仕組みづくりを。Ｉターン、Ｕターンしたい
人が戻ってこれる環境を整備することが必要。
・仕事がなければ外から人を呼んでくることにはならない。
・林業では、「森の工場」という形で、高性能林業機械を入れて生産性を上げて、計画的な生産を行い、計
画的に採用し、一定の収入を確保しようとしている。
・森林資源はあるが、まだそうした資源を十分活用できていないという状況がある。
・体験型観光を一歩進めて人材確保につなげられないかと考えている。収穫体験等は旅行商品になりうる。
・その地域にずっと住み続けてもらうには、まず住環境の整備が重要。行政で住める対策を。
・半農半漁等、複合型のライフスタイルも住環境さえ整備されれば受け入れられると思う。
・複合型のモデルが構築できないか。
・学生の県外への流出防止には、郷土愛を育むような教育が必要ではないか。
・郷土愛を育む教育は、幼稚園、保育園からやるべきだが、限界がある。幅広い場で郷土愛の育成を。
・優秀な人材を確保する観点から優秀な学生を伸ばして県内に残すという教育があってもいいのではないか。
そのためには例えばある課題を共有して考えるなど、優秀な学生が横断的に集まれる場が必要。
（2） 専門的なノウハウ、技術を持った中核人材の県外からの確保
・専門的なノウハウや技術を持った方に、仕事を外から持ってＵＪＩターンしてもらう対策を強化すべきではないか。
【２】関係機関における人材育成施策の一覧整理について
資料に沿って整理の方向について説明後、意見交換。方向性については概ね了解。
＜主な意見＞
・経済団体等は、それぞれの会員サービスの視点で研修を実施している。研修内容についてまで無理やり整理する必要はないのではないか。まずは情報共有から。
・情報発信の仕方について、まずは関係機関の研修を一元的に１つのページにまとめるだけでもずいぶん違う。ＨＰであれば、検索エンジンで引っかかるようなページにした方がよい。県の広報番組やチラシ等で情報提供し続けることも効果的。
・最初から完璧を目指してやろうとするのではなく、まず立ち上げて足りない部分はどんどん足していけばよい。
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